
(57)【要約】

【課題】　高含水で、かつ触媒となる金属成分の含有量

が少ない汚染物中のダイオキシン類汚染物を、効率良く

確実に、かつ安価に無害化する方法を提供する。

【解決手段】　高含水で、かつ、触媒金属成分の含有量

が少ないダイオキシン類汚染物を、含水量１０質量％未

満で、かつ、粒径５ｍｍ以下の粒状に破砕・乾燥して乾

燥汚染物にした後、該乾燥汚染物に亜リン酸類及び／又

は次亜リン酸類を含有する無害化薬剤を添加して、３０

０℃～６００℃で低温加熱することを特徴とするダイオ

キシン類汚染物の無害化処理方法。

【選択図】　　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 含 水 で 、 か つ 、 触 媒 金 属 成 分 の 含 有 量 が 少 な い ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 を 、 含 水 量 １ ０
質 量 ％ 未 満 で 、 か つ 、 粒 径 ５ ｍ ｍ 以 下 の 粒 状 に 破 砕 ・ 乾 燥 し て 乾 燥 汚 染 物 に し た 後 、
　 該 乾 燥 汚 染 物 に 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 を 含 有 す る 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し て 、
３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃ で 低 温 加 熱 す る こ と を 特 徴 と す る ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 汚 染 物 を 破 砕 ・ 乾 燥 す る 手 段 は 、 気 流 乾 燥 装 置 に よ っ て 乾 燥 温 度 １ ０ ０ ℃ 以 上 、 １ ５ ０
℃ 以 下 の 熱 風 ま た は 過 熱 蒸 気 で 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ダ イ オ キ シ ン
類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し た 乾 燥 汚 染 物 を 低 温 加 熱 す る 際 に 、 混 合 用 パ ド ル を 備 え た 円 筒 横 置
型 加 熱 装 置 を 用 い て 、 該 混 合 用 パ ド ル の 回 転 速 度 を ０ ． ５ ～ ５ ｒ ｐ ｍ の 範 囲 と し て 行 う こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 高 含 水 の ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 を 受 け 入 れ 破 砕 乾 燥 す る 破 砕 ・ 乾 燥 部 と 、
　 破 砕 乾 燥 し た 乾 燥 汚 染 物 に 無 害 化 薬 剤 を 添 加 す る 無 害 化 薬 剤 添 加 部 と 、
　 乾 燥 汚 染 物 か ら ダ イ オ キ シ ン 類 を 分 解 処 理 す る 加 熱 処 理 部 と 、
　 処 理 済 み の 汚 染 物 を 排 出 す る 排 出 処 理 部 と 、
　 加 熱 処 理 部 か ら の 排 ガ ス を 処 理 す る 排 ガ ス 処 理 部 と 、 を 備 え た ダ イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化
処 理 設 備 で あ っ て 、
　 前 記 加 熱 処 理 部 と し て 、 ０ ． ５ ～ ５ ｒ ｐ ｍ の 範 囲 で 回 転 速 度 を 調 整 可 能 な 混 合 用 パ ド ル
を 備 え た 円 筒 横 置 型 加 熱 装 置 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る ダ イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化 処 理
設 備 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 破 砕 ・ 乾 燥 部 が 、 投 入 ホ ッ パ ー １ 、 気 流 乾 燥 装 置 ２ 、 コ ン ベ ヤ ３ 及 び 乾 燥 汚 染 物 ホ
ッ パ ー ４ を 有 し 、
　 前 記 無 害 化 薬 剤 添 加 部 が 、 無 害 化 薬 剤 タ ン ク ５ 、 計 量 供 給 装 置 ５ ａ を 有 し 、
　 加 熱 処 理 部 が 、 加 熱 装 置 ７ を 有 し 、
　 排 出 処 理 部 が 、 排 出 コ ン ベ ア ８ を 有 し 、
　 排 ガ ス 処 理 部 が 、 排 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ダ イ
オ キ シ ン 類 の 無 害 化 処 理 設 備 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 円 筒 横 置 型 の 加 熱 装 置 ７ が 、 装 置 内 部 の 被 加 熱 対 象 物 を ３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃ の 低 温
で 加 熱 す る 手 段 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の ダ イ オ キ シ ン 類
の 無 害 化 処 理 設 備 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 気 流 乾 燥 装 置 ２ が 、 装 置 内 部 の 被 乾 燥 対 象 物 に 、 気 流 と し て １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ の 熱
風 ま た は 過 熱 蒸 気 を 供 給 し て 、 乾 燥 処 理 す る 手 段 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
ま た は ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化 処 理 設 備 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 河 川 、 港 湾 の 底 質 や 下 水 汚 泥 等 の よ う な 高 含 水 の ダ イ オ キ シ ン 類 で 汚 染 さ れ
た 汚 染 物 を 、 効 率 よ く 無 害 化 す る た め の 処 理 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 焼 却 炉 で 発 生 す る ダ イ オ キ シ ン 類 が 問 題 と な っ て お り 、 特 に 飛 灰 中 の ダ イ オ
キ シ ン 類 に つ い て は 、 そ の 無 害 化 技 術 が 検 討 さ れ て き た 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ
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て い る 無 害 化 技 術 は 、 汚 染 物 に 含 ま れ る 触 媒 と な る 金 属 の 存 在 下 で 酸 素 欠 乏 状 態 、 か つ 、
２ ０ ０ ～ ５ ５ ０ ℃ に 加 熱 す る こ と に よ っ て ダ イ オ キ シ ン 類 を 無 害 化 す る 方 法 が 提 案 さ れ て
い る 。 こ の 方 法 で は 、 Ｃ ｕ 、 Ｆ ｅ 、 Ｐ ｂ 、 Ｚ ｎ 等 の 重 金 属 お よ び そ の 誘 導 体 を 用 い る こ と
に よ っ て 、 簡 単 か つ 経 済 的 に 、 そ し て 比 較 的 低 い 温 度 で ハ ロ ゲ ン 化 芳 香 族 （ ダ イ オ キ シ ン
類 を 含 む ） を 分 解 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 予 め 汚 染 物 中 に こ れ ら の 触 媒 金 属 成 分 が 含
ま れ て い る 場 合 に は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化 が 可 能 で あ る が 、 触 媒 金 属 成 分 が 含 ま れ な
い 場 合 や そ の 量 が 少 な い 場 合 は 、 触 媒 と な る 金 属 を 添 加 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 触 媒 金 属 類 を 添 加 す る と 、 加 熱 処 理 後 の 冷 却 段 階 で ダ イ オ キ シ ン 類 の 再
合 成 が 促 進 さ れ て し ま う 。 そ し て 添 加 さ れ た 触 媒 金 属 類 が 、 無 害 化 処 理 後 に 溶 出 す る と 、
地 下 水 、 河 川 、 海 水 等 の 二 次 汚 染 の お そ れ が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 触 媒 金 属 を 用 い な い ダ イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化 技 術 が 、 非 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て
い る 。 こ の 無 害 化 技 術 は 汚 染 物 に 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 の 無 害 化 薬 剤 を 添 加
し 、 １ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ℃ に 加 熱 す る こ と に よ っ て 発 生 す る フ ォ ス フ ィ ン や 水 素 ガ ス に よ っ
て 、 ダ イ オ キ シ ン 類 を 脱 塩 素 化 し て 安 価 で 安 全 に 処 理 す る こ と が で き る と 報 告 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 を 含 有 す る 固 体 状 廃 棄 物 処
理 剤 を 添 加 し て 混 錬 し 、 固 体 状 廃 棄 物 を 無 害 化 す る 方 法 が 開 示 さ れ て お り 、 有 害 な 金 属 類
や ダ イ オ キ シ ン 類 を 確 実 に 無 害 化 で き る と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 非 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ の 無 害 化 技 術 は 、 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し て 加 熱 す る こ と に
よ り 発 生 す る 還 元 性 ガ ス に よ っ て ダ イ オ キ シ ン 類 を 脱 塩 素 化 し て 分 解 す る 方 法 で あ る た め
、 触 媒 と な る 金 属 成 分 の 含 有 量 が 少 な い 汚 染 物 に つ い て も 、 効 率 良 く 無 害 化 が で き る と い
う 利 点 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ６ － ３ ８ ８ ６ ３ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 「 化 学 装 置 」 　 ２ ０ ０ １ 年 ７ 月 号 Ｐ ． ６ ８ － ７ ３ 　 「 脱 塩 素 反 応 に よ る
ダ イ オ キ シ ン 無 害 化 処 理 シ ス テ ム の 開 発 」 　 著 者 　 長 田 純 夫
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ ９ ０ ８ ２ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 で は 河 川 、 港 湾 の 底 質 や 下 水 汚 泥 等 の ダ イ オ キ シ ン 類 で 汚 染 さ れ た 汚 染 物 の 無 害
化 処 理 を 対 象 と し て い る 。 こ れ ら の 汚 染 物 は 高 含 水 で あ る こ と 、 お よ び 前 記 の 触 媒 と な る
金 属 成 分 の 含 有 量 が 少 な い た め 、 従 来 技 術 の 無 害 化 技 術 を 適 用 し た 場 合 、 下 記 の 課 題 が あ
っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 １ の 従 来 技 術 を 適 用 し た 場 合 、 触 媒 金 属 成 分 が 少 な い た め 、 触 媒 と な る 金 属 を
添 加 す る 必 要 が あ る が 、 加 熱 処 理 後 の 冷 却 段 階 で ダ イ オ キ シ ン 類 の 再 合 成 が 促 進 さ れ て し
ま う 問 題 が あ る 。 ま た 無 害 化 処 理 済 の 汚 染 物 を 再 び 河 川 、 港 湾 、 地 下 水 路 、 下 水 路 な ど に
戻 し た 場 合 、 添 加 さ れ た 触 媒 金 属 類 が 溶 出 し て 地 下 水 、 河 川 、 海 水 等 の 二 次 汚 染 の お そ れ
が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 非 特 許 文 献 １ お よ び 特 許 文 献 ２ の 従 来 技 術 に 係 る 無 害 化 薬 剤 を 添 加 加 熱 す る 無 害
化 処 理 方 法 を 適 用 す る 場 合 、 処 理 対 象 の 汚 染 物 が 高 含 水 で あ る た め 、 添 加 し た 無 害 化 薬 剤
が 汚 染 物 に 吸 湿 さ れ て 分 解 効 率 が 低 下 し て し ま う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 し て 、 高 含 水 で か つ 、 触 媒 金 属 成 分 の 含 有 量
が 少 な い 汚 染 物 中 の ダ イ オ キ シ ン 類 を 、 効 率 良 く 確 実 に 、 か つ 安 価 に 無 害 化 す る 方 法 を 提
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供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 要 旨 と す る と こ ろ は 、 下 記 （ １ ） ～ （ ７ ） の 通 り で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ １ ） 高 含 水 で 、 か つ 、 触 媒 金 属 成 分 の 含 有 量 が 少 な い ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 を 、 含 水
量 １ ０ 質 量 ％ 未 満 で 、 か つ 、 粒 径 ５ ｍ ｍ 以 下 の 粒 状 に 破 砕 ・ 乾 燥 し て 乾 燥 汚 染 物 に し た 後
、 該 乾 燥 汚 染 物 に 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 を 含 有 す る 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し て 、
３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃ で 低 温 加 熱 す る こ と を 特 徴 と す る ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理
方 法 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ２ ） 汚 染 物 を 破 砕 ・ 乾 燥 す る 手 段 は 、 気 流 乾 燥 装 置 に よ っ て 乾 燥 温 度 １ ０ ０ ℃ 以 上 、
１ ５ ０ ℃ 以 下 の 熱 風 ま た は 過 熱 蒸 気 で 処 理 す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） に 記 載 の ダ イ
オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理 方 法 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ３ ） 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し た 乾 燥 汚 染 物 を 低 温 加 熱 す る 手 段 は 、 混 合 用 パ ド ル を 備 え た
円 筒 横 置 型 加 熱 装 置 を 用 い て 、 該 混 合 用 パ ド ル の 回 転 速 度 を ０ ． ５ ～ ５ ｒ ｐ ｍ の 範 囲 と し
て 行 う こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） ま た は （ ２ ） に 記 載 の ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化
処 理 方 法 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ４ ） 高 含 水 の ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 を 受 け 入 れ 破 砕 乾 燥 す る 破 砕 ・ 乾 燥 部 と 、 破 砕 乾
燥 し た 乾 燥 汚 染 物 に 無 害 化 薬 剤 を 添 加 す る 無 害 化 薬 剤 添 加 部 と 、 乾 燥 汚 染 物 か ら ダ イ オ キ
シ ン 類 を 分 解 処 理 す る 加 熱 処 理 部 と 、 処 理 済 み の 汚 染 物 を 排 出 す る 排 出 処 理 部 と 、 加 熱 処
理 部 か ら の 排 ガ ス を 処 理 す る 排 ガ ス 処 理 部 と 、 を 備 え た ダ イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化 処 理 設 備
で あ っ て 、 前 記 前 記 加 熱 処 理 部 と し て 、 ０ ． ５ ～ ５ ｒ ｐ ｍ の 範 囲 で 回 転 速 度 を 調 整 可 能 な
混 合 用 パ ド ル を 備 え た 円 筒 横 置 型 の 加 熱 装 置 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る ダ イ オ キ シ ン
類 の 無 害 化 処 理 設 備 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ５ ） 前 記 破 砕 ・ 乾 燥 部 が 、 投 入 ホ ッ パ ー １ 、 気 流 乾 燥 装 置 ２ 、 コ ン ベ ヤ ３ 及 び 乾 燥 汚
染 物 ホ ッ パ ー ４ を 有 し 、 前 記 無 害 化 薬 剤 添 加 部 が 、 無 害 化 薬 剤 タ ン ク ５ 、 計 量 供 給 装 置 ５
ａ を 有 し 、 加 熱 処 理 部 が 、 円 筒 横 置 型 の 加 熱 装 置 ７ を 有 し 、 排 出 処 理 部 が 、 排 出 コ ン ベ ア
８ を 有 し 、 排 ガ ス 処 理 部 が 、 排 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ４ ） に
記 載 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化 処 理 設 備 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ６ ） 前 記 円 筒 横 置 型 の 加 熱 装 置 ７ が 、 装 置 内 部 の 被 加 熱 対 象 物 を ３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃
の 低 温 で 加 熱 す る 手 段 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ４ ） ま た は （ ５ ） に 記 載 の ダ
イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化 処 理 設 備 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ７ ） 前 記 気 流 乾 燥 装 置 ２ が 、 装 置 内 部 の 被 乾 燥 対 象 物 に 、 気 流 と し て １ ０ ０ ～ １ ５ ０
℃ の 熱 風 ま た は 過 熱 蒸 気 を 供 給 し て 、 乾 燥 処 理 す る 手 段 を 設 け て な る こ と を 特 徴 と す る 上
記 （ ５ ） ま た は （ ６ ） に 記 載 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化 処 理 設 備 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 高 含 水 で 、 か つ 、 触 媒 金 属 成 分 の 含 有 量 が 少 な い ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 で あ っ て も 、 気
流 乾 燥 装 置 の 如 き 破 砕 乾 燥 手 段 を 用 い て 、 含 水 量 １ ０ 質 量 ％ 未 満 で 、 か つ 、 粒 径 ５ ｍ ｍ 以
下 の 粒 状 に 破 砕 ・ 乾 燥 し て 乾 燥 汚 染 物 に し た 後 、 該 乾 燥 汚 染 物 に 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次
亜 リ ン 酸 類 を 含 有 す る 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し て 、 ３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃ で 低 温 加 熱 す る こ と に
よ っ て ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理 を 行 な う た め 、 以 下 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ ｉ ） 新 た に 触 媒 金 属 を 添 加 し な い た め 加 熱 処 理 後 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 再 合 成 が 促 進 さ
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れ る こ と が な く 、 ま た 二 次 汚 染 を 起 こ す お そ れ の あ る 触 媒 を 極 力 少 な い 状 態 で 処 理 で き る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ ｉ ｉ ） 高 含 水 の 汚 染 物 を 破 砕 ・ 乾 燥 し て 、 含 水 量 １ ０ 質 量 ％ 未 満 か つ 、 粒 径 ５ ｍ ｍ 以
下 の 粒 状 物 に し た 後 、 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し て 加 熱 処 理 を 行 な う た め 汚 染 物 の 表 面 か ら 内 部
ま で 均 等 に 無 害 化 薬 剤 を 反 応 さ せ る こ と が で き 、 含 有 す る ダ イ オ キ シ ン を 効 率 よ く 確 実 に
分 解 処 理 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 （ ｉ ｉ ｉ ） ま た 、 本 発 明 の ダ イ オ キ シ ン 無 害 化 処 理 設 備 に お い て 、 加 熱 装 置 を ０ ． ５ ～
５ ｒ ｐ ｍ の 低 速 範 囲 で 回 転 速 度 を 調 整 可 能 な 混 合 用 パ ド ル を 備 え た 円 筒 横 置 型 と し た こ と
に よ り 、 乾 燥 汚 染 物 と 無 害 化 薬 剤 を 穏 や か に 混 合 す る こ と が で き 発 塵 ・ 飛 散 す る こ と が な
い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 の 如 く 、 河 川 や 港 湾 の 底 質 や 下 水 汚 泥 等 の よ う に 水 分 が 多 く 触 媒 と な る 金 属 成 分 の
含 有 量 が 少 な い ダ イ オ キ シ ン 類 で 汚 染 さ れ た 汚 染 物 を 、 効 率 よ く 確 実 に 無 害 化 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 河 川 や 港 湾 の 底 質 の よ う に 、 含 水 量 が ５ ０ 質 量 ％ 以 上 と 高 く 、 か つ 、 触
媒 と な る 触 媒 金 属 成 分 の 含 有 量 が 少 な い ダ イ オ キ シ ン 類 の 汚 染 物 を 無 害 化 薬 剤 を 用 い て 処
理 す る 場 合 に 、 無 害 化 薬 剤 の 効 果 が 有 効 に 作 用 す る 汚 染 物 の 性 状 に つ い て 、 数 多 く の 実 験
を 繰 り 返 し た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の 結 果 、 高 含 水 の 汚 染 物 か ら 水 分 を 取 り 除 く た め に 、 通 常 の 手 段 で 汚 染 物 を 脱 水 し た
後 に 乾 燥 装 置 で 乾 燥 し た 場 合 、 汚 染 物 は 塊 状 と な っ て し ま う た め 、 添 加 し た 無 害 化 薬 剤 か
ら 発 生 し た 無 害 化 ガ ス が 塊 状 の 汚 染 物 の 表 面 に し か 作 用 せ ず 、 内 部 の ダ イ オ キ シ ン 分 解 処
理 が で き な い と い う 課 題 が あ る こ と が 判 明 し た 。 ま た 、 ダ イ オ キ シ ン 類 は 、 水 に 溶 け に く
く 、 油 や 溶 剤 に は 溶 け や す い 性 質 を 持 っ た 化 学 物 質 で あ り 、 常 温 で は 安 定 し て い る が 、 高
温 （ ８ ０ ０ ℃ 以 上 ） で は ほ と ん ど 分 解 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 し か し な が ら 、 上 記 非 特
許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ の よ う に 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し 、 １ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ℃ の 範 囲 で 加 熱 し
て も 、 塊 状 の 汚 染 物 内 部 の ダ イ オ キ シ ン 類 は 、 分 解 さ れ ず に 残 留 す る こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ こ で 、 こ う し た 課 題 も 含 め て 、 含 水 量 が ５ ０ 質 量 ％ 以 上 と 高 く 、 か つ 、 触 媒 と な る 触
媒 金 属 成 分 の 含 有 量 が 少 な い ダ イ オ キ シ ン 類 の 汚 染 物 を 無 害 化 薬 剤 を 用 い て 処 理 す る 方 法
に つ き 更 な る 実 験 を 重 ね た 結 果 、 汚 染 物 を 乾 燥 し た 後 の 含 水 量 が １ ０ 質 量 ％ 未 満 で 、 か つ
、 乾 燥 し た 汚 染 物 を 粒 径 ５ ｍ ｍ 以 下 の 粒 状 に し て 、 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し て ３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０
０ ℃ の 低 温 で 加 熱 す る こ と に よ り ダ イ オ キ シ ン 類 を 効 率 良 く 分 解 処 理 し て 無 害 化 で き る こ
と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の 詳 細 は 、 実 施 例 に よ り 後 述 す る 。 以 下 、 本 発 明 の 無 害 化 処 理 方 法 に つ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ １ ） 適 用 対 象 と な る ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 に つ い て
　 ま ず 、 本 発 明 の ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理 方 法 の 適 用 対 象 と な り 得 る ダ イ オ キ
シ ン 類 汚 染 物 は 、 高 含 水 で 、 か つ 、 触 媒 金 属 成 分 の 含 有 量 が 少 な い も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 高 含 水 と し た の は 、 上 記 し た よ う に 河 川 、 港 湾 の 底 質 や 下 水 汚 泥 等 の 汚 染 物 を
主 な 対 象 と し て お り 、 通 常 、 そ の 含 水 量 は ６ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ る た め で あ る 。 た だ し 、 本
発 明 で は 、 含 水 量 が ６ ０ 質 量 ％ 未 満 の も の を 排 除 す る も の で は な く 、 ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染
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物 の 含 水 量 が １ ０ 質 量 ％ 以 上 で あ れ ば 、 本 発 明 の 対 象 と な り 得 る も の で あ る 。 よ っ て 、 後
述 す る よ う に 、 破 砕 ・ 乾 燥 す る 前 に 、 脱 水 処 理 や 予 備 乾 燥 等 に よ り 、 所 望 の 含 水 量 に 調 整
し た も の を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 触 媒 金 属 成 分 の 含 有 量 が 少 な い と し た の は 、 上 記 し た よ う に 河 川 、 港 湾 の 底 質 や
下 水 汚 泥 等 の 汚 染 物 で は 、 通 常 、 汚 染 物 の 固 形 分 中 の 触 媒 金 属 成 分 の 含 有 量 が １ 質 量 ％ 以
下 と 低 い た め で あ る 。 但 し 、 本 発 明 で は 、 汚 染 物 の 固 形 分 中 の 触 媒 金 属 成 分 の 含 有 量 が １
質 量 ％ を 超 え る 場 合 で あ っ て も 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 再 合 成 が 促 進 さ れ な い 程 度 で あ れ ば 本
発 明 の 適 用 対 象 と な り え る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 中 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 濃 度 は 、 特 に 制 限 さ れ る も
の で は な い が 、 通 常 、 法 定 基 準 を 超 え る 量 の ダ イ オ キ シ ン 類 を 含 有 す る も の が 対 象 と な り
得 る 。 た だ し 、 法 定 基 準 以 下 で あ っ て も 、 ダ イ オ キ シ ン 類 を 含 有 す る も の で あ れ ば 、 本 発
明 を 方 法 及 び 設 備 を 用 い る こ と で 、 よ り ク リ ー ン な 状 態 に 無 害 化 可 能 で あ る た め 、 こ う し
た も の も 本 発 明 の 適 用 対 象 か ら 排 除 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 （ ２ ） 汚 染 物 の 破 砕 ・ 乾 燥 す る 手 段 に つ い て
　 次 に 、 上 記 し た ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 を 、 含 水 量 １ ０ 質 量 ％ 未 満 で 、 か つ 、 粒 径 ５ ｍ ｍ
以 下 の 粒 状 に 破 砕 ・ 乾 燥 し て 乾 燥 汚 染 物 に す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 乾 燥 汚 染 物 の 含 水 量 が １ ０ 質 量 ％ 未 満 で あ れ ば 、 無 害 化 薬 剤 の 無 害 化 効 果 を 減
衰 さ せ る こ と が な く 、 し か も 、 ４ ０ ０ ℃ 程 度 に 低 温 加 熱 し た 場 合 は 、 水 分 の 蒸 発 潜 熱 に よ
る 熱 量 の 損 失 も あ ま り 大 き く な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 汚 染 乾 燥 物 の 粒 径 が ５ ｍ ｍ 以 下 で あ れ ば 、 そ の 後 、 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し 、 ３ ０ ０
℃ ～ ６ ０ ０ ℃ の 低 温 で 、 好 ま し く は ゆ っ く り と 撹 拌 し な が ら 加 熱 す る こ と で 、 汚 染 物 の 表
面 だ け で な く 、 そ の 中 心 部 に 至 る ま で 、 ガ ス 状 の 無 害 化 薬 剤 を 均 一 に 流 入 さ せ 、 汚 染 物 全
体 に 略 均 等 に 含 有 （ 分 布 ） す る ダ イ オ キ シ ン 類 と 反 応 さ せ て 無 害 化 で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 者 ら は 、 含 水 量 ５ ０ 質 量 ％ 以 上 の 高 含 水 で 、 か つ 、 触 媒 金 属 成 分 の 含 有
量 が 少 な い ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 を 、 含 水 量 １ ０ 質 量 ％ 未 満 で 、 か つ 、 粒 径 ５ ｍ ｍ 以 下 の
粒 状 に 破 砕 ・ 乾 燥 処 理 す る た め の 最 適 な 乾 燥 方 法 に つ い て 研 究 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ の 結 果 、 静 置 型 通 気 乾 燥 方 式 や 溝 型 攪 拌 方 式 の 乾 燥 手 段 を 用 い た 場 合 は 、 乾 燥 物 が ７
～ ２ ０ ｍ ｍ 径 の 塊 状 と な り 、 目 的 の 粒 径 に す る た め に は 、 乾 燥 物 を さ ら に 破 砕 機 で 砕 く 必
要 が あ り 、 装 置 費 用 や 破 砕 の た め の 電 気 代 、 磨 耗 に よ る 整 備 費 が 増 大 す る こ と が わ か っ た
。 一 方 、 熱 風 ま た は 過 熱 蒸 気 を 用 い て 汚 染 物 を 乾 燥 す る 気 流 乾 燥 装 置 を 用 い る と 、 乾 燥 工
程 の み で 目 標 の 粒 径 以 下 に 破 砕 さ れ た 乾 燥 物 を 得 る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 気 流 乾 燥 装 置 に お け る 汚 染 物 の 乾 燥 工 程 は 空 気 雰 囲 気 で 行 わ れ る た め 、 高 温 に な
る と ダ イ オ キ シ ン 類 が 新 た に 発 生 す る な ど の 二 次 汚 染 の お そ れ が あ っ た 。 そ こ で 、 乾 燥 温
度 に つ い て も 研 究 を 行 っ た 結 果 、 熱 風 ま た は 過 熱 空 気 の 温 度 を １ ０ ０ ℃ 以 上 １ ５ ０ ℃ 以 下
と す る こ と で 、 新 た な ダ イ オ キ シ ン 類 の 発 生 が な く 目 標 と す る 乾 燥 物 が 得 ら れ た 。 即 ち 、
熱 風 ま た は 過 熱 空 気 の 温 度 が １ ０ ０ ℃ 未 満 の 場 合 に は 、 含 水 量 １ ０ 質 量 ％ 未 満 に す る の が
容 易 で な い 。 一 方 、 １ ５ ０ ℃ を 超 え る 場 合 に は 、 エ ネ ル ギ ー の ロ ス が 多 い ほ か 、 新 た な ダ
イ オ キ シ ン 類 の 発 生 の お そ れ が あ る 。 な お 、 過 熱 蒸 気 と は 、 乾 き 飽 和 蒸 気 の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 （ ３ ） 乾 燥 汚 染 物 の 加 熱 （ 無 害 化 ） 手 段 に つ い て
　 次 に 、 粒 状 化 し た 乾 燥 汚 染 物 に 、 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し て ３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃ の 低 温 で 加
熱 す る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 加 熱 の 際 、 ３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃ の 低 温 で 行 う こ と で 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 多 く は ガ ス 化 も
分 解 も さ れ ず 汚 染 物 内 部 の 残 留 し て お り 、 汚 染 物 内 部 か ら 水 分 が 抜 け た 後 の 細 孔 を 通 じ て
そ の 内 部 に ま で 無 害 化 薬 剤 か ら 発 生 し た 無 害 化 ガ ス （ 還 元 性 ガ ス ） が 流 入 さ れ 、 脱 塩 素 化
反 応 （ 固 体 － 気 体 接 触 反 応 ） に よ る ダ イ オ キ シ ン 類 の 分 解 （ 無 害 化 ） が 進 行 し や す い 。 ま
た 、 ３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃ の 加 熱 に よ り 、 汚 染 物 か ら 気 化 さ れ て 出 て く る ダ イ オ キ シ ン 類 は
周 辺 雰 囲 気 中 の ガ ス 状 の 無 害 化 薬 剤 と 気 体 － 気 体 接 触 反 応 に よ り 速 や か に 無 害 化 さ れ る 。
即 ち 、 粒 径 ５ ｍ ｍ 以 下 の 粒 状 の 乾 燥 汚 染 物 に 無 害 化 薬 剤 を 添 加 し 、 ３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃ の
低 温 で 、 ゆ っ く り と 撹 拌 し な が ら 加 熱 す る こ と で 、 汚 染 物 に 含 有 す る ダ イ オ キ シ ン 類 に 無
害 化 薬 剤 か ら 発 生 し た 無 害 化 ガ ス （ 還 元 性 ガ ス ） を 均 一 に 反 応 さ せ 無 害 化 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 低 温 で 加 熱 す る と し た の は 、 無 害 化 ガ ス を 発 生 さ せ て 無 害 化 処 理 を 行 う と 同 時 に
ダ イ オ キ シ ン 類 の 再 合 成 を 抑 制 す る た め で あ る 。 即 ち 、 加 熱 温 度 が ３ ０ ０ ℃ 未 満 の 場 合 に
は 、 乾 燥 汚 染 物 と 共 に 添 加 し た 無 害 化 薬 剤 か ら す ば や く 無 害 化 ガ ス を 発 生 す る の が 困 難 と
な る お そ れ が あ る 。 一 方 、 ６ ０ ０ ℃ を 超 え る 場 合 に は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 再 合 成 が 促 進 さ
れ る ほ か 、 高 温 加 熱 に 要 す る コ ス ト に 見 合 う だ け の 更 な る 作 用 効 果 が 発 現 で き な い た め 不
経 済 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 更 に 、 上 記 し た よ う に 、 ゆ っ く り と 攪 拌 し な が ら 低 温 加 熱 す る こ と が 好 ま し い が 、 か か
る 攪 拌 加 熱 処 理 を 行 う 上 で 有 効 な 手 段 と し て は 、 混 合 用 パ ド ル を 備 え た 円 筒 横 置 型 加 熱 装
置 を 用 い て 、 該 混 合 用 パ ド ル の 回 転 速 度 を ０ ． ５ ～ ５ ｒ ｐ ｍ の 範 囲 と し て 攪 拌 加 熱 を 行 う
方 法 が 挙 げ ら れ る 。 混 合 用 パ ド ル の 回 転 速 度 が ０ ． ５ ｒ ｐ ｍ 未 満 の 場 合 に は 、 乾 燥 汚 染 物
が 発 塵 ・ 飛 散 す る こ と は な い が 、 汚 染 物 と 無 害 化 薬 剤 と が 均 一 に 混 合 さ れ に く く 、 ダ イ オ
キ シ ン 類 の 低 減 効 果 が 十 分 に 得 ら れ な い 恐 れ が あ る 。 ま た 加 熱 処 理 時 間 が 長 く な り 、 長 持
間 の 加 熱 に 要 す る コ ス ト に 見 合 う だ け の 更 な る 作 用 効 果 が 発 現 で き な い た め 不 経 済 と な る
。 一 方 、 混 合 用 パ ド ル の 回 転 速 度 が ５ ｒ ｐ ｍ を 超 え る 場 合 に は 、 汚 染 物 と 無 害 化 薬 剤 と の
混 合 は 十 分 で あ る が 、 乾 燥 汚 染 物 が 発 塵 ・ 飛 散 し 易 く な る た め 、 粉 塵 対 策 を 施 す 必 要 が あ
る 。 上 記 汚 染 乾 燥 物 お よ び 無 害 化 薬 剤 の 混 合 物 は 、 上 記 ３ ０ ０ ℃ ～ ６ ０ ０ ℃ の 低 温 加 熱 下
、 上 記 回 転 速 度 で 攪 拌 し な が ら 、 上 記 円 筒 横 置 型 加 熱 装 置 内 を 移 動 （ 搬 送 ） さ せ る も の で
あ る が 、 円 筒 横 置 型 の 加 熱 装 置 内 の 通 過 時 間 （ 加 熱 攪 拌 時 間 ） は 、 通 常 １ 時 間 以 上 、 好 ま
し く は １ ～ ２ 時 間 で あ る 。 加 熱 攪 拌 時 間 が 上 記 範 囲 内 で あ れ ば 、 無 害 化 薬 剤 か ら 発 生 し た
無 害 化 ガ ス が 汚 染 乾 燥 物 粒 子 の 表 面 及 び 内 部 に 流 入 （ 到 達 ） し 、 脱 塩 素 化 反 応 に よ り ダ イ
オ キ シ ン 類 を 分 解 し 無 害 化 す る こ と が で き る 。 一 方 、 １ 時 間 未 満 の 場 合 に は 、 十 分 な 接 触
反 応 時 間 が 確 保 で き ず 、 汚 染 乾 燥 物 粒 子 の 内 部 に 存 在 す る ダ イ オ キ シ ン 類 の 分 解 （ 無 害 化
処 理 ） が 十 分 に 行 わ れ な い 恐 れ が あ る 。 一 方 、 上 記 加 熱 攪 拌 時 間 の 上 限 値 は 、 特 に 制 限 さ
れ な い が 、 ２ 時 間 を 超 え る 場 合 に は 、 更 な る 加 熱 攪 拌 に 要 す る コ ス ト に 見 合 う だ け の ダ イ
オ キ シ ン 類 の 低 減 効 果 が 得 ら れ ず 、 処 理 コ ス ト が 増 大 し 不 経 済 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理 設 備 及 び こ れ を 用 い た 本 発 明 の
ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理 方 法 の 代 表 的 な 実 施 形 態 に つ き 、 図 面 を 用 い て 詳 し く
説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理 設 備 の 全 体 構 成 を 模 式 的 に 表
し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 の 無 害 化 処 理 設 備 は 、
　 高 含 水 の ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 を 受 け 入 れ 破 砕 乾 燥 す る 投 入 ホ ッ パ ー １ 、 気 流 乾 燥 装 置
２ 、 コ ン ベ ヤ ３ 、 乾 燥 汚 染 物 ホ ッ パ ー ４ 、 更 に は 乾 燥 汚 染 物 ホ ッ パ ー か ら 定 量 切 り 出 し さ
れ た 乾 燥 汚 染 物 を 加 熱 装 置 の 投 入 口 ま で 搬 送 す る ス ク リ ュ ー コ ン ベ ア ６ を 有 す る 破 砕 ・ 乾
燥 部 （ １ ） と 、
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　 加 熱 装 置 の 投 入 口 に 投 入 さ れ る 乾 燥 汚 染 物 に 無 害 化 薬 剤 を 添 加 す る た め の 無 害 化 薬 剤 タ
ン ク ５ 及 び 計 量 供 給 装 置 ５ ａ を 有 す る 無 害 化 薬 剤 添 加 部 （ ２ ） と 、
　 乾 燥 汚 染 物 か ら ダ イ オ キ シ ン 類 を 分 解 処 理 す る 円 筒 横 置 型 の 加 熱 装 置 ７ を 有 す る 加 熱 処
理 部 （ ３ ） と 、
　 加 熱 装 置 排 出 部 か ら の 処 理 済 み の 汚 染 物 を 搬 送 し 、 系 外 に 排 出 す る 排 出 コ ン ベ ア ８ を 有
す る 処 理 済 汚 染 物 の 排 出 処 理 部 （ ４ ） と 、
　 排 ガ ス ブ ロ ワ ９ 及 び 排 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ を 有 す る 排 ガ ス 処 理 部 （ ５ ） と 、
を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 前 記 円 筒 横 置 型 の 加 熱 装 置 ７ に は 、 可 変 式 の 回 転 駆 動 用 モ ー タ に よ り パ ド ル の 回 転 速 度
を 任 意 に 調 整 す る こ と の で き る 混 合 用 パ ド ル １ １ を 備 え て い る 。 本 発 明 の 加 熱 装 置 ７ で は
、 ０ ． ５ ～ ５ ｒ ｐ ｍ の 範 囲 で 回 転 速 度 を 調 整 可 能 な 混 合 用 パ ド ル １ １ を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 汚 染 物 の ダ イ オ キ シ ン 類 無 害 化 処 理 は 以 下 の 手 順 で 行 な う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま ず 、 上 記 破 砕 ・ 乾 燥 部 （ １ ） に お い て 、 図 示 し な い 凝 集 沈 澱 や 各 種 の 脱 水 手 段 を 用 い
た 前 処 理 で 含 水 量 ５ ０ 質 量 ％ 程 度 に 脱 水 し た 汚 染 物 を 、 投 入 ホ ッ パ ー １ に 入 れ た 後 、 気 流
乾 燥 装 置 ２ で １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ の 熱 風 ま た は 過 熱 蒸 気 を 供 給 し 乾 燥 処 理 し て 、 含 水 量 １ ０
質 量 ％ 未 満 で 、 か つ 、 粒 径 ５ ｍ ｍ 以 下 の 粒 状 に 破 砕 ・ 乾 燥 す る 。 破 砕 ・ 乾 燥 し た 乾 燥 汚 染
物 は 、 コ ン ベ ヤ ３ に よ っ て 乾 燥 汚 染 物 ホ ッ パ ー ４ に 一 時 貯 留 し 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ヤ ６ に
定 量 切 り 出 し 、 加 熱 装 置 ７ の 投 入 口 ７ ａ に 送 る 。 同 時 に 、 無 害 化 薬 剤 添 加 部 （ ２ ） に よ り
、 無 害 化 薬 剤 タ ン ク ５ に 貯 留 さ れ た 無 害 化 薬 剤 が 計 量 供 給 装 置 ５ ａ に よ り 所 定 量 切 り 出 さ
れ 、 前 記 乾 燥 汚 染 物 と 共 に 加 熱 装 置 ７ の 投 入 口 ７ ａ へ 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 加 熱 処 理 部 （ ３ ） で は 、 加 熱 装 置 ７ に 送 ら れ た 乾 燥 汚 染 物 と 無 害 化 薬 剤 を 混 合 用 パ
ド ル １ １ で ０ ． ５ ～ ５ ｒ ｐ ｍ で 撹 拌 し な が ら 、 ３ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ℃ の 温 度 で 加 熱 処 理 し て 含
有 ダ イ オ キ シ ン 類 を 分 解 処 理 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 上 記 破 砕 ・ 乾 燥 部 （ １ ） で は 、 汚 染 物 の 含 水 量 が ８ ０ 質 量 ％ 以 上 の ス ラ リ ー 状 で
あ る 場 合 、 投 入 ホ ッ パ ー １ に 投 入 す る こ と な く 、 ス ラ リ ー 状 の 汚 染 物 を ポ ン プ 等 に よ り 直
接 気 流 乾 燥 装 置 ２ に 供 給 し て も よ い 。 ま た 、 上 記 破 砕 ・ 乾 燥 部 （ １ ） 及 び 無 害 化 薬 剤 添 加
部 （ ２ ） で の 、 投 入 ホ ッ パ ー １ 、 直 接 気 流 乾 燥 装 置 ２ 、 コ ン ベ ヤ ３ 、 乾 燥 汚 染 物 ホ ッ パ ー
４ 、 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ヤ ６ 、 無 害 化 薬 剤 タ ン ク ５ 及 び 計 量 供 給 装 置 ５ ａ に 関 し て は 、 特 に
制 限 さ れ る も の で は な く 、 い ず れ も 従 来 公 知 の も の を 適 宜 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 尚 、 上 記 無 害 化 薬 剤 添 加 部 （ ２ ） で は 、 無 害 化 薬 剤 を 投 下 す る 形 で 添 加 し て い る が 、 本
発 明 で は 、 か か る 添 加 形 態 に 特 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 必 要 が あ れ ば 、 予 備 加 熱 し て
、 無 害 化 ガ ス を 発 生 さ せ て お き 、 こ れ を 供 給 （ 噴 霧 、 吹 き 付 け な ど ） し て も よ い 。 ま た 加
熱 装 置 に 加 え る 前 に 、 乾 燥 汚 染 物 と 無 害 化 薬 剤 と を 適 当 な 攪 拌 機 を 用 い て 常 温 に て 均 一 混
合 し た 後 に 、 加 熱 装 置 ７ に 投 入 し て も よ い な ど 、 特 に 限 定 さ れ な い 。 ま た 、 無 害 化 薬 剤 の
形 態 も 特 に 制 限 さ れ な い 。 上 記 し た 天 下 形 態 に あ わ せ て 、 粉 末 や 顆 粒 な ど の 固 体 状 態 で も
よ い し 、 噴 霧 な い し 吹 付 け し や す い よ う に 適 当 な 溶 媒 な い し 分 散 媒 に 加 え た 溶 液 状 態 で も
よ い 、 予 熱 し て 気 体 状 態 に し て も よ い 。 固 体 状 態 の 場 合 の 大 き さ も 、 加 熱 装 置 内 で す ば や
く 無 害 化 ガ ス を 発 生 で き る も の で あ れ ば よ く 、 特 に 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 加 熱 処 理 部 （ ３ ） で の 前 記 加 熱 装 置 ７ は 、 円 筒 横 置 型 を 用 い 円 筒 の 中 央 軸 に パ ド ル
型 の 撹 拌 装 置 を 備 え て お り 、 粒 状 の 乾 燥 汚 染 物 と 無 害 化 薬 剤 と を 混 合 反 応 さ せ る 。 こ の 時
、 パ ド ル の 回 転 速 度 は 乾 燥 汚 染 物 が 飛 散 し な い よ う に し 、 か つ 無 害 化 薬 剤 と 十 分 混 合 さ せ
る た め 、 ０ ． ５ ｒ ｐ ｍ ～ ５ ｒ ｐ ｍ の 緩 や か な 速 度 で 運 転 し て 撹 拌 混 合 を 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
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　 次 に 、 排 出 処 理 部 （ ４ ） で は 、 上 記 加 熱 装 置 ７ 内 部 を 通 過 す る 間 に 無 害 化 さ れ た 処 理 済
汚 染 物 は 、 加 熱 装 置 ７ の 排 出 口 ７ ｂ か ら 、 排 出 コ ン ベ ヤ ８ を 通 じ て 系 外 に 排 出 さ れ 、 自 然
放 冷 さ れ 、 河 川 ・ 港 湾 の 水 底 や 、 陸 上 の 処 分 場 等 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 一 方 、 排 ガ ス 処 理 部 （ ５ ） で は 、 加 熱 装 置 ７ の 排 気 口 ７ ｃ か ら 排 気 さ れ る 排 出 ガ ス を 、
排 ガ ス ブ ロ ワ ９ で 誘 引 し 、 排 気 管 ９ ａ を 通 じ て 、 フ ィ ル タ ー 、 活 性 炭 、 場 合 に よ っ て は ダ
イ オ キ シ ン 類 無 害 化 触 媒 を 装 備 し た 排 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ に よ っ て 無 害 化 し た 後 に 大 気 排 出
す る 。 な お 、 本 発 明 で は 、 上 記 加 熱 装 置 ７ の 投 入 口 ７ ａ か ら 排 出 先 の 基 準 に 合 わ せ た 目 標
処 理 濃 度 に な る よ う に 、 無 害 化 薬 剤 使 用 量 を 調 整 し て 投 入 す る も の で あ る 。 し か し な が ら
、 排 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ で ダ イ オ キ シ ン 類 が 検 知 さ れ た 場 合 に は 、 必 要 に 応 じ て 、 投 入 口 ７
ａ か ら の 無 害 化 薬 剤 の 投 入 量 を 増 量 し て も よ い 。 あ る い は 加 熱 装 置 ７ の 中 央 部 近 傍 に 無 害
化 薬 剤 を 補 充 す る た め の 投 入 部 を 設 け て お き 、 該 投 入 部 よ り 無 害 化 薬 剤 を 補 充 し て も よ い
。 こ れ は 加 熱 装 置 ７ の 投 入 口 近 傍 で は 、 無 害 化 薬 剤 か ら 発 生 し た 無 害 化 ガ ス の 濃 度 が 高 く
、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 一 部 が ガ ス 中 に 放 出 さ れ て も 迅 速 且 つ 完 全 に 無 害 化 で き る が 、 加 熱 装
置 ７ を 通 過 す る 間 に 、 該 無 害 化 ガ ス が ダ イ オ キ シ ン 類 と の 反 応 に 供 さ れ 、 そ の 濃 度 が 漸 減
す る 傾 向 に あ る 。 こ う し た 中 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 一 部 が ガ ス 中 に 放 出 さ れ た 場 合 、 低 濃 度
化 し た 無 害 化 ガ ス と 迅 速 か つ 十 分 に 反 応 で き ず （ 無 害 化 さ れ ず ） に 排 ガ ス 側 か ら ダ イ オ キ
シ ン 類 が 検 出 さ れ る こ と に な る 。 そ の た め 、 加 熱 装 置 ７ の 中 央 部 近 傍 な い し 後 方 部 に 無 害
化 薬 剤 を 補 充 で き る よ う に し て お け ば 、 消 費 （ 消 耗 ） さ れ た 無 害 化 ガ ス の 一 部 を 補 填 で き
、 十 分 な 無 害 化 ガ ス 濃 度 を 保 持 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 排 ガ ス 側 へ の ダ イ オ キ シ ン
類 の 漏 出 を 防 止 す る こ と が で き 、 排 ガ ス 処 理 装 置 １ ０ の 小 型 化 、 簡 素 化 を 図 る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 に 用 い る こ と の で き る 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 を 含 有 す る 無
害 化 薬 剤 と し て は 、 公 知 の も の を 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 特 開 平 １ １ － ２ ９ ０ ８
２ ４ 号 公 報 に 開 示 さ れ て い る 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 を 含 有 す る 固 体 状 廃 棄 物
処 理 剤 の 使 用 が 適 し て い る 。 亜 リ ン 酸 類 と し て は 、 亜 リ ン 酸 や 亜 リ ン 酸 塩 が 挙 げ ら れ る 。
亜 リ ン 酸 塩 と し て は 、 例 え ば 、 亜 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 亜 リ ン 酸 カ リ ウ ム 、 亜 リ ン 酸 カ ル シ
ウ ム 、 亜 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 、 亜 リ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 、 亜 リ ン 酸 水 素 ナ ト リ ウ ム 、 亜 リ ン
酸 水 素 カ リ ウ ム 、 亜 リ ン 酸 水 素 カ ル シ ウ ム 、 亜 リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム 等 が 挙 げ ら れ る 。 次 亜
リ ン 酸 類 と し て は 、 次 亜 リ ン 酸 や 次 亜 リ ン 酸 塩 が 挙 げ ら れ る 。 次 亜 リ ン 酸 塩 と し て は 、 例
え ば 、 次 亜 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 次 亜 リ ン 酸 カ リ ウ ム 、 次 亜 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 次 亜 リ ン 酸
マ グ ネ シ ウ ム 、 次 亜 リ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 亜 リ ン 酸 類 と 次 亜 リ ン
酸 類 と は 、 ど ち ら か 一 方 の み を 用 い て も 、 両 方 を 混 合 し て 用 い て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 本 発 明 の 無 害 化 薬 剤 で は 、 上 記 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 の ほ か 、 更 に ア ル ミ
ニ ウ ム 化 合 物 及 び ／ 又 は チ タ ン 化 合 物 を 含 有 す る も の で あ っ て も 良 い 。 ア ル ミ ニ ウ ム 化 合
物 と し て は 、 例 え ば 硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 水 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 、 リ ン 酸
ア ル ミ ニ ウ ム 、 硝 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 ア ル ミ ノ シ リ カ ゲ ル 等 が 挙 げ ら れ る 。 チ タ ン 化 合 物 と
し て は 酸 化 チ タ ン 、 窒 化 チ タ ン 、 硫 酸 チ タ ン 等 が 挙 げ ら れ る 。 こ れ ら の 化 合 物 の う ち 、 特
に リ ン 酸 ア ル ミ ニ ウ ム 、 硫 酸 ア ル ミ ニ ウ ム が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 本 発 明 の 無 害 化 薬 剤 に お い て 、 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 と 、 上 記 ア ル ミ ニ ウ
ム 化 合 物 及 び ／ 又 は チ タ ン 化 合 物 と の 混 合 比 は 、 重 量 比 で 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン
酸 類 ： ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 及 び ／ 又 は チ タ ン 化 合 物 ＝ ９ ９ ． ９ ９ ～ ６ ０ ： ０ ． ０ １ ～ ４ ０
が 好 ま し い 。 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 及 び ／ 又 は チ タ
ン 化 合 物 と を 併 用 す る と 、 ダ イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化 処 理 の 効 果 が 更 に 向 上 す る 点 で 有 利 で
あ る 。 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 と 、 ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 及 び ／ 又 は チ タ ン 化 合
物 と を 併 用 す る 場 合 、 更 に ケ イ 素 化 合 物 、 バ ナ ジ ウ ム 化 合 物 、 モ リ ブ デ ン 化 合 物 、 タ ン グ
ス テ ン 化 合 物 、 セ リ ウ ム 化 合 物 の 少 な く と も １ 種 を 併 用 す る と 、 上 記 し た 効 果 が 更 に 向 上
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す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 上 記 ケ イ 素 化 合 物 と し て は 、 ケ イ 酸 、 ケ イ 酸 カ ル シ ウ ム 、 ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ケ イ 酸 カ
リ ウ ム 、 メ タ ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム 、 ケ イ タ ン グ ス テ ン 酸 、 二 ケ イ 酸 ナ ト リ ウ ム 等 が 、 バ ナ ジ
ウ ム 化 合 物 と し て は 、 酸 化 バ ナ ジ ウ ム 、 オ キ シ 硫 酸 バ ナ ジ ウ ム 等 が 、 モ リ ブ デ ン 化 合 物 と
し て は 、 酸 化 モ リ ブ デ ン 、 モ リ ブ デ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 モ リ ブ デ
ン 酸 バ リ ウ ム 、 リ ン モ リ ブ デ ン 酸 、 リ ン モ リ ブ デ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 等 が 、 タ ン グ ス テ ン 化 合
物 と し て は 、 酸 化 タ ン グ ス テ ン 、 タ ン グ ス テ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 タ ン グ ス テ ン 酸 ナ ト リ ウ ム
、 リ ン タ ン グ ス テ ン 酸 、 リ ン タ ン グ ス テ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 等 が 、 セ リ ウ ム 化 合 物 と し て は 、
酸 化 セ リ ウ ム 、 硝 酸 セ リ ウ ム 、 炭 酸 セ リ ウ ム 、 硫 酸 セ リ ウ ム 、 リ ン 酸 セ リ ウ ム 等 が 挙 げ ら
れ る 。 こ れ ら の 化 合 物 の 少 な く と も １ 種 を 、 上 記 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 と 、
ア ル ミ ニ ウ ム 化 合 物 及 び ／ 又 は チ タ ン 化 合 物 と の 混 合 物 に 更 に 併 用 す る 場 合 、 こ れ ら の 化
合 物 の 使 用 量 は 、 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 １ ０ ０ 重 量 部 当 た り 、 ０ ． ０ １ ～ ２
０ 重 量 部 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 の 無 害 化 薬 剤 に お い て は 、 更 に 必 要 に 応 じ て 、 水 ガ ラ ス 、 消 石 灰 、 セ メ ン ト 等 の
副 成 分 と 混 合 し て 用 い る こ と が で き る 。 副 成 分 は 本 発 明 の 無 害 化 薬 剤 の 重 量 の 、 ５ ～ １ ０
０ 重 量 ％ 程 度 併 用 す る こ と が 好 ま し い 。 副 成 分 と し て は 、 水 ガ ラ ス 、 消 石 灰 、 セ メ ン ト の
他 に 、 無 機 吸 着 剤 、 中 和 剤 、 金 属 捕 集 剤 、 リ ン 酸 類 等 を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 上 記 無 機 吸 着 剤 と し て は 、 例 え ば 、 ゼ オ ラ イ ト 、 ベ ン ト ナ イ ト 、 活 性 白 土 、 カ オ リ ン が
挙 げ ら れ る 。 中 和 剤 と し て は 、 例 え ば 硫 酸 、 塩 化 鉄 等 が 挙 げ ら れ る 。 ま た 金 属 捕 集 剤 と し
て は 、 例 え ば 、 ジ チ オ カ ル バ ミ ン 酸 型 の 官 能 基 や チ オ 尿 素 型 の 官 能 基 を 有 す る 公 知 の 金 属
捕 集 剤 を 用 い る こ と が で き る 。 リ ン 酸 類 と し て は 、 リ ン 酸 、 リ ン 酸 ナ ト リ ウ ム 、 リ ン 酸 カ
リ ウ ム 、 リ ン 酸 カ ル シ ウ ム 、 リ ン 酸 ア ン モ ニ ウ ム 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 こ れ ら の 副 成 分 を 併 用 す る と 、 加 熱 装 置 ７ 内 部 を 通 過 す る 間 に 乾 燥 汚 染 物 中 の 金 属 の 固
定 化 に よ り 乾 燥 汚 染 物 の 無 害 化 処 理 効 果 が 更 に 高 め ら れ る 。 ま た 中 和 剤 は 、 河 川 や 港 湾 等
の ダ イ オ キ シ ン 類 で 汚 染 さ れ た 底 質 （ 底 泥 ） や 下 水 汚 泥 等 の う ち 、 ア ル カ リ 性 の 汚 染 物 に
用 い る と 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 上 記 無 害 化 薬 剤 の う ち 、 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 以 外 の 任 意 成 分 に 関 し て は
、 加 熱 装 置 ７ 内 部 で ガ ス 化 せ ず に 無 害 化 さ れ た 乾 燥 汚 染 物 中 に 残 留 す る も の に つ い て も 、
排 出 先 の 基 準 に 適 合 し 得 る も の を 適 宜 選 択 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 加 熱 装 置 ７ 内 部 で ガ ス
化 す る も の に つ い て は 、 大 気 中 へ の 排 出 基 準 に 適 合 し 得 る も の を 選 択 す る か 、 あ る い は 排
ガ ス 処 理 装 置 １ ０ で 処 理 可 能 な も の を 選 択 す る 必 要 が あ る こ と は い う ま で も な い 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 上 記 無 害 化 薬 剤 の 添 加 量 は 、 汚 染 物 の ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度 と 、 無 害 化 処 理 後 の ダ イ オ キ
シ ン 類 濃 度 の 目 標 値 に 応 じ 、 適 量 を 添 加 す る 必 要 が あ る 。 本 発 明 に お い て 対 象 と す る 汚 染
物 は 触 媒 金 属 含 有 量 が 少 な い た め 、 無 害 化 薬 剤 の 添 加 量 が 不 足 す る と 、 十 分 な 無 害 化 効 果
が 得 ら れ な い 結 果 と な る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ま た 、 無 害 化 処 理 後 の ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度 は 処 理 後 泥 土 の 排 出 先 に よ っ て 基 準 が 異 な る
。 即 ち 、 処 理 後 の 泥 土 を 河 川 ・ 港 湾 に 排 出 す る 場 合 は 、 魚 介 類 へ の 影 響 を 考 慮 し た 厳 し い
基 準 と さ れ て い る が 、 陸 上 の 処 分 場 へ の 排 出 の 場 合 は 基 準 値 が 異 な る た め 、 排 出 先 の 基 準
に 合 わ せ た 目 標 処 理 濃 度 に す る と 無 害 化 薬 剤 の 使 用 量 を 適 切 に す る こ と が で き 、 コ ス ト を
抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 例 え ば 、 含 水 量 ５ ０ 質 量 ％ 以 上 の 汚 染 物 を 、 含 水 量 １ ０ 質 量 ％ 未 満 で 、 か つ 、 粒 径 ５ ｍ
ｍ 径 以 下 の 粒 状 に 破 砕 ・ 乾 燥 し た 汚 染 物 中 の ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度 が ２ ， ０ ０ ０ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ
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Ｑ ／ ｇ 程 度 の 汚 染 物 を 、 処 理 後 の ダ イ オ キ シ ン 類 濃 度 １ ５ ０ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｇ 未 満 に す る
た め に は 無 害 化 薬 剤 （ 具 体 的 に は 、 亜 リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 の 含 有 量 ） を 約 ４
質 量 ％ 添 加 量 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 な お 、 本 発 明 に お い て 、 乾 燥 処 理 前 の 汚 染 物 及 び 無 害 化 処 理 後 の 汚 染 物 中 の ダ イ オ キ シ
ン 類 濃 度 の 測 定 は 、 ダ イ オ キ シ ン 類 に 係 る 底 質 調 査 測 定 マ ニ ュ ア ル （ 平 成 １ ２ 年 ５ 月 環 境
庁 編 ） に よ り 行 っ た 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ま た 、 乾 燥 汚 染 物 の 粒 径 は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｚ 　 ８ ８ ０ １ － １ に 定 め る 金 属 製 網 ふ る い を 用 い
て 篩 分 法 に よ り 行 っ た 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 乾 燥 処 理 前 の 汚 染 物 及 び 乾 燥 汚 染 物 の 含 水 量 は 、 昭 和 ６ ３ 年 環 水 管 　 第 １ ２ ７ 号
II． ４ に よ り 行 っ た 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 前 記 実 施 形 態 に て 説 明 し た 図 １ に 示 す 本 発 明 の ダ イ オ キ シ ン 類 の 無 害 化 処 理 設 備 を 用 い
て 表 １ に 示 す 高 含 水 （ 含 水 量 ５ ２ 質 量 ％ ） で 触 媒 金 属 成 分 の 含 有 量 が 少 な い （ 触 媒 金 属 成
分 含 有 量 １ 質 量 ％ ） 濃 度 ５ ５ ０ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｇ に 汚 染 さ れ た ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 に 亜
リ ン 酸 類 及 び ／ 又 は 次 亜 リ ン 酸 類 を 含 有 す る 無 害 化 薬 剤 （ ミ ヨ シ 油 脂 株 式 会 社 製 「 ダ イ オ
カ ッ ト 　 Ａ － １ ０ 」 ） を ２ 質 量 ％ 添 加 し 、 ４ ０ ０ ℃ で １ 時 間 の 加 熱 条 件 （ 加 熱 装 置 の 混 合
用 パ ド ル の 回 転 速 度 は １ ｒ ｐ ｍ と し た ） で 加 熱 処 理 し た も の で 、 表 ２ お よ び 図 ２ は 、 乾 燥
汚 染 物 を 最 大 粒 径 ５ ｍ ｍ 未 満 に 破 砕 し 、 １ ５ 質 量 ％ ～ ７ 質 量 ％ の 含 水 量 に 乾 燥 し た 実 験 条
件 １ の ケ ー ス １ ～ ケ ー ス ４ に お け る 各 ケ ー ス 毎 の 無 害 化 処 理 後 の 汚 染 物 中 の ダ イ オ キ シ ン
濃 度 の 結 果 で あ る 。 な お 、 １ ５ 質 量 ％ ～ ７ 質 量 ％ の 含 水 量 の 乾 燥 汚 染 物 は 、 図 １ の 直 接 気
流 乾 燥 装 置 ２ の 乾 燥 温 度 及 び 時 間 を １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ で ３ ～ ３ ０ 分 の 範 囲 で 適 宜 調 整 す る
こ と で 、 同 一 粒 度 （ 最 大 粒 径 ５ ｍ ｍ ） の 乾 燥 汚 染 物 を 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 結 果 に よ る と 、 汚 染 物 の 含 水 量 が 低 く な る に 従 っ て ダ イ オ キ シ ン の 濃 度 が 低 く な り
、 含 水 量 １ ５ 質 量 ％ の ケ ー ス １ に お い て 処 理 後 の ダ イ オ キ シ ン 濃 度 ２ ７ ９ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／
ｇ で あ っ た も の が 、 含 水 量 １ ２ 質 量 ％ の ケ ー ス ２ で は 同 １ ５ ０ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｇ と な っ て
い る 。 更 に 含 水 量 を 低 下 さ せ た ケ ー ス ３ 、 ケ ー ス ４ で は ７ ６ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｇ 、 ５ ３ ｐ ｇ
－ Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｇ に 低 下 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 上 記 の 実 験 結 果 よ り 汚 染 物 の 含 水 量 の 上 限 を １ ２ 質 量 ％ に す れ ば 底 質 の 環 境 基 準 で あ る
１ ５ ０ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｇ を 一 応 ク リ ヤ で き る こ と が 解 っ た が 、 本 発 明 で は 安 全 率 を 考 慮 し
て 、 確 実 に 環 境 基 準 値 を ク リ ヤ 可 能 な 含 水 量 と し て １ ０ 質 量 ％ 未 満 と し た 。 こ の 含 水 量 に
よ る 処 理 後 の ダ イ オ キ シ ン 濃 度 は 、 図 ２ に 示 す よ う に 約 １ ０ ０ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｇ と な る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 表 ３ お よ び 図 ３ に 示 す も の は 前 記 実 験 条 件 １ と 同 様 な ダ イ オ キ シ ン 類 汚 染 物 を ９ 質 量 ％
の 同 一 含 水 量 に お い て 、 破 砕 状 態 を 最 大 粒 径 １ ０ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ の 範 囲 に 変 化 さ せ た 実 験 条
件 ２ の ケ ー ス ５ ～ ケ ー ス ８ に お け る 各 ケ ー ス 毎 の 無 害 化 処 理 後 の 汚 染 物 中 の ダ イ オ キ シ ン
濃 度 の 結 果 で あ る 。 な お 、 最 大 粒 径 １ ０ ｍ ｍ ～ ３ ｍ ｍ の 範 囲 の 乾 燥 汚 染 物 は 、 図 １ の 直 接
気 流 乾 燥 装 置 ２ の 乾 燥 温 度 及 び 時 間 を １ ０ ０ ～ １ ５ ０ ℃ で ３ ～ ３ ０ 分 の 範 囲 で 適 宜 調 整 す
る こ と で 、 同 一 含 水 量 （ ９ 質 量 ％ ） の 乾 燥 汚 染 物 を 作 製 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ の 結 果 に よ る と 、 汚 染 物 の 粒 径 が 小 さ く な る に 従 っ て ダ イ オ キ シ ン の 濃 度 が 低 く な り
、 粒 径 ５ ｍ ｍ 以 下 に な る と 底 質 の 環 境 基 準 で あ る １ ５ ０ ｐ ｇ － Ｔ Ｅ Ｑ ／ ｇ を 安 全 確 実 に ク
リ ヤ で き る 。
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【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 上 の 実 験 条 件 １ お よ び 実 験 条 件 ２ の 結 果 よ り 、 含 水 量 １ ０ 質 量 ％ 未 満 で 、 か つ 、 粒 径
５ ｍ ｍ 以 下 の 粒 状 に 破 砕 ・ 乾 燥 し て 乾 燥 汚 染 物 に し た 後 、 該 乾 燥 汚 染 物 に 無 害 化 薬 剤 を 添
加 し て 、 低 温 加 熱 す る こ と に よ り 高 含 水 汚 染 物 に 含 有 す る ダ イ オ キ シ ン 類 を 効 率 よ く 、 し
か も 確 実 に 分 解 処 理 し て 無 害 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ７ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ８ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 ダ イ オ キ シ ン 類 の 汚 染 物 で 、 河 川 や 港 湾 の 底 質 （ 底 泥 ） や 下 水 汚 泥 の 様 に 含 水 量 が 多 く
、 か つ 、 触 媒 金 属 含 有 量 が 少 な い 汚 染 物 の 無 害 化 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 高 含 水 汚 染 物 か ら ダ イ オ キ シ ン 類 を 無 害 化 処 理 す る フ ロ ー 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 実 験 条 件 １ で 得 ら れ た 乾 燥 汚 染 物 の 含 水 量 と 処 理 後 の ダ イ オ キ シ ン 濃 度 の 関 係 を
示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 実 験 条 件 ２ で 得 ら れ た 乾 燥 汚 染 物 の 粒 径 と 処 理 後 の ダ イ オ キ シ ン 濃 度 の 関 係 を 示
す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 　 １ 　 　 高 含 水 汚 染 物 の 投 入 ホ ッ パ ー 、
　 　 ２ 　 　 気 流 乾 燥 装 置 、
　 　 ３ 　 　 コ ン ベ ヤ 、
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　 　 ４ 　 　 乾 燥 汚 染 物 ホ ッ パ ー 、
　 　 ５ 　 　 無 害 化 薬 剤 タ ン ク 、
　 　 ５ ａ 　 　 計 量 供 給 装 置 、
　 　 ６ 　 　 ス ク リ ュ ー コ ン ベ ヤ 、
　 　 ７ 　 　 加 熱 装 置 、
　 　 ７ ａ 　 　 投 入 口 、
　 　 ７ ｂ 　 　 排 出 口 、
　 　 ７ ｃ 　 　 排 気 口 、
　 　 ８ 　 　 排 出 コ ン ベ ヤ 、
　 　 ９ 　 　 排 ガ ス ブ ロ ワ 、
　 　 ９ ａ 　 　 パ イ プ 、
　 　 １ ０ 　 　 排 ガ ス 処 理 装 置 、
　 　 １ １ 　 　 混 合 用 パ ド ル 。
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【 図 ３ 】

(13) JP 2005-296870 A 2005.10.27



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   Ｃ０７Ｄ 319/24                         Ｃ０７Ｄ 319/24    　　　　          　　　　　
   　　　　                                Ｂ０９Ｂ   3/00    ３０４Ｋ          　　　　　

(74)代理人  100111464
            弁理士　齋藤　悦子
(74)代理人  100114649
            弁理士　宇谷　勝幸
(74)代理人  100124615
            弁理士　藤井　敏史
(72)発明者  兼森　伸幸
            千葉県富津市新富２０－１　新日本製鐵株式会社技術開発本部内
(72)発明者  福永　和久
            東京都千代田区大手町２丁目６番３号　新日本製鐵株式会社内
(72)発明者  高木　敏彦
            東京都千代田区大手町２丁目６番３号　新日本製鐵株式会社内
(72)発明者  松浦　彰男
            東京都台東区台東１－２－１　不動建設株式会社内
(72)発明者  川島　正毅
            東京都葛飾区堀切４－６６－１　ミヨシ油脂株式会社内
(72)発明者  小川　隆
            東京都葛飾区堀切４－６６－１　ミヨシ油脂株式会社内
Ｆターム(参考) 2E191 BA15  BB02  BC01  BD11 
　　　　 　　  4D004 AA41  AB07  AC05  CA04  CA15  CA22  CA34  CA42  CB09  CC11 
　　　　 　　        DA03  DA06  DA13 
　　　　 　　  4D059 AA03  AA09  AA18  BD01  BK11  BK30  DA39  EB01  EB07 

(14) JP 2005-296870 A 2005.10.27


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

